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積水化学工業株式会社 住宅カンパニー 

  

ＺＥＨ達成実績とスマートハイムの進化 

～自然エネルギーだけで暮らす豊かさ～ 
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省エネ 

ＨＥＭＳ 

スマートハイム・ナビ 

累積約36,600棟 

創エネ 

ソーラー搭載住宅 

累積161,013棟 

蓄エネ 

蓄電システム 
 

累積約13,900棟 
※ 2016年3月末時点契約ベース 

エネルギー自給自足の暮らしを
目指せる住まいの実現を追求 

セキスイハイムのスマートハウス 実績 

※ 2016年3月末時点 契約ベース ※ 2014年12月末時点出荷 ギネス登録 

SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

ＺＥＨ達成実績とスマートハイムの進化 

Ｖ２Ｈシステム 

(系統連系) 
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太陽光住宅 ⇒ ＺＥＨ住宅 ⇒ 自給自足快適住宅へと進化中 

スマートハイム発展の歴史 

SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

太陽光付住宅  
１９９７年 光熱費ゼロ住宅 

2003年 ＨＥＭＳ 標準搭載 

2011年4月 
スマートハイム発売 

2014年4月 
ＶtoHeim(系統連系) 

エネルギー自立型快適 
住宅の進化と普及 

ＺＥＨ達成実績とスマートハイムの進化 

進スマートハイム 
2012年4月 

蓄電池搭載 

2013年10月 
スマートパワーステーション 
大容量ＰＶ＋ZEHモデル 

2016年4月 
②ＶtoHeim+蓄電池 

①HEMS制御 
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お客様価値、社会価値、企業価値を持つ住まい 

スマートハウスの価値 

SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

光熱費ゼロ 

Ｖ２Ｈ 

ＩＯＴ 

ＬＣＣ Ｃ０２ゼロ 

減災 健康 快適 系統負荷 

最先端動向 
経済的 

① ② 

③ ④ 

ＺＥＨ達成実績とスマートハイムの進化 
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良いスマートハウスに住むためには？ 

建物、土地、設備能力を最大限引き出す＋使いこなし 

スマートハウスの品質 

SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

入居後 暮らし方 

設備性能 最適設計 

断熱・遮熱 

サポート・アフター 
エコロジカル 

デザイン 
ＰＶ・エアコン等 

建てる時 

建物性能 

実績値 公表 

ＺＥＨ達成実績とスマートハイムの進化 



調査対象者 ハイム戸建のHEMS＆オール電化＆PV搭載邸（2014年1月～12月に入居） 

調査内容 2015年1月～12月の消費電力量、発電電力量などを調査 

調査手法 HEMSのサーバー内のデータを自社で分析 母数Ｎ＝3078件 

ＺＥＨ基準と本調査の違い 

ＺＥＨ基準（補助金） 本調査（生活時ゼロエネルギー評価） 

設計評価 運用時調査 

●太陽光発電搭載邸を母数に 
  達成率を評価 
  （ＰＶ容量の小さい邸も母数に含む） 

●1年間の実績で評価 
 （顧客のライフスタイル、家族構成等 
   の影響が反映される） 
 

●基準をクリアしたものが対象 

 （設計基準は平均的なライフスタイル、 
     家族構成を想定） 
●実績は問わない 

  （ＳＩＩ最新調査では 補助金受給邸の 

    ５７％が実際にＺＥＨだった。） 

＜対象＞冷暖房、給湯、照明、換気 
＜非対象＞  家電、調理 

●4区分の基準で評価 
 ・ＺＥＨ基準の3区分は踏襲 
 ・「家電、調理を含めたゼロエネルギー」 
  をワンランク上の独自区分として追加 

●対象用途が限定 



生活時ゼロエネルギー達成度の評価基準 

評価基準：以下の４区分で達成度を評価した 

区分 基準 判定方法 

①家電込み 
  ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰ 

自社の独自基準 発電電力量＞家電調理を含む総消費電力量 
  

②ＺＥＨ相当 国のZEH判定 
に使う計算式を
準用 

ＺＥＨ達成度＝発電量／（総消費電力－家電消費電力※

１）が１００％を超えるもの から①を除いたもの 

③Nearly 
  ＺＥＨ相当 

ＺＥＨ達成度＝発電量／（総消費電力－家電消費電力※

１）が７５％～９９％のもの  

④非ＺＥＨ ①②③に該当しないもの 

省エネルギー基準における家電の消
費電力想定(最大120㎡以上の住宅で
2173kWh）を使って達成度を計算。 
 

②ＺＥＨ相当 
③Nearly 
ＺＥＨ相当 

④非ＺＥＨ 

①家電込み 
ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰ 

ＰＶ搭載邸が母集団 

国のＺＥＨ枠組み②～④の中に 
 独自基準①を組み込み 

※１ 家電の消費電力に関して： 



 生活時ゼロエネルギー達成度 

２０１５年はＰＶ搭載邸の５９％（①+②）が ゼロエネルギーを達成したことになる。 
大容量のＰＶ搭載が拡大した為、①家電込みゼロエネルギー比率が大きく伸長した。 
 

ゼロエネルギー達成度 
（2015年） 

ゼロエネルギー達成度 
（過去5年の推移） ５９％ 
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ゼロエネルギーに注力した製品の実邸調査 

スマートパワーステーション 

＜ゼロエネルギー達成率＞ 

調査対象：セキスイハイムの「スマートパワーステーション」で
オール電化※6＆ＰＶ搭載邸で、2014年10月～2015年9月の消
費電力量、発電電力量などを調査 
調査地域：北海道を除く全国 
調査手法：ＨＥＭＳサーバ内のデータを当社で分析 
有効母数：166邸（内70邸で蓄電池の効果を試算） 
※6 オール電化の定義：調理・給湯・暖房に電気以外（灯油、ガ

ス等）を使わない実邸で、ＨＥＭＳにより全消費電力量が計測さ
れている邸 

電力量収支 ｽﾏｰﾄﾊﾟﾜｰｽﾃｰｼｮﾝ調査

＜中央値＞ 母集団 母集団 家電込みゼロエネルギー邸

ＰＶ搭載容量 10.39 4.8 5.51 ｋＷ

発電量 11829 5877 6794 kWh／年

内自家消費量 1874 1739 1276 kWh／年

消費電力量 7530 8123 5482 kWh／年

電力収支 -4299 2246 -1312 kWh／年

料金収支 ｽﾏｰﾄﾊﾟﾜｰｽﾃｰｼｮﾝ調査

＜中央値＞ 　　　　　母集団 母集団 家電込みゼロエネルギー邸

売電電力量　 9955 4138 5518 kWh／年

買電電力量　 5656 6384 4206 kWh／年

売電単価　 -34.56 -37 -37 円／kWh

買電単価　 21.3 21.3 21.3 円／kWh

売電金額 -344,045 -153,106 -204,166 円／年

買電金額 120,473 135,979 89,588 円／年

年間光熱費収支 -223,572 -17,127 -114,578 円／年

2014年度の実邸調査

2014年度の実邸調査

２０１３年に発売した大容量ＰＶを搭載したモデル 

２０１５年９月末にて １年間の実績データが１６６邸収集できたので調査、分析実施(2015/11/4公表） 

98％ 
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エネルギー自給自足の暮らしを目指せる住まいの実現を追求 

減災   

SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

進化するスマートハウス最新動向 
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蓄電池＋V2H(系統連系） 
セキスイハイムのスマートハウスの 最先端① 

SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

進化するスマートハウス最新動向 

ＶｔｏＨと蓄電池の併設で 
ＦＩＴ終了後の経済性と自給率UP 

NEW! 

業界初! 

「４電源」の系統連系 
可能な商品化は業界初 

（2016年4月現在。当社調べ） 

蓄電大容量化で 
最大自給率85％※2に 

（最大年間200日以上自給自足可能） 

停電時の安心性 
さらに向上 

4 3 

2 

ＥＶ電力 

蓄電池電力 商用電力 

スマートハイム史上 
最高の自給率を達成！ 

ＥＶ不在でも 
蓄電池で安心！ 

ソーラー電力 

４つの電源の 
系統連系を実現 

ＦＩＴ終了後の経済性 
さらに向上 

1 

蓄電池・ＶｔｏＨｅｉｍ各々 
単独設置よりもお得に！※1 

ガソリン代/電費 光熱費 

蓄電池 

計-25万円 

VtoHeim 

計-49万円 

VtoHeimPlus 

計-65万円 

-89万円 -84万円 -100万円 

64万円 35万円 35万円 

＜20年間の比較＞ 

【試算条件】 
《共通》 
〇オール電化/UA値0.58/快適エアリー（全室空調） 
〇建築地：名古屋/延床面積：127.3㎡ 
〇電力契約：中部電力「スマートライフプラン」 
●実際の光熱費はお客様の邸毎の敷地条件、プラン、設備仕様、生活スタイル、 
今後の購入電気代単価の変動などにより変化します。 
●燃料調整費、再生可能エネルギー発電促進賦課金は含みません。 
電力単価については2016年4月時点のものです。 
※1.<PV容量>10.4 kW（パワコン9.9kW） 
<蓄電池>東芝製5.0kWh/ <VtoHeim> EV:日産リーフ（30kWh）/： 
<VtoHeim Plus>EV:日産リーフ（30kWh）+東芝製5.0kWh 
〇年間走行距離：6500km/ 
〇車の不在時間帯：8:00～9:00、12:00～14:00、17:00～19:00 
〇1年目～10年目迄：太陽光買取価格：31円/kWh、 
  11年目以降の太陽光買取価格は11円/kWhで試算。 
※2 .<PV容量>13.4 kW/<VtoHeim Plus>EV:日産リーフ（30kWh）+東芝製5.0kWh 
〇年間走行距離：0km/EV容量使用：85％ ○グリーンモード時 

75％ 85％ 85％ 
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HEMS制御 

自給自足に向け、８５％を達成 

2013年 2014年 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

６０％ 

７５％ 
８５％ 

１. 自給率の推移 

V2H 

エネルギー軸の進化 
ハイムの取り組み 

地球環境にやさしく、60年以上安心して快適に住み続けることのできる住まいの提供 事業ミッション 

１６０４ 
自給自足 
最新形 

スマート 
ハイム 

光熱費 
ゼロ 

化石燃料枯渇 

地球温暖化 

●PV ●HEMS ●蓄電池 ●V2H 

２．消費量内訳と省エネ 

更なる省エネ 

空調 
33% 

給湯 
20% 

家電照明 
47% 

⇒省エネは手つかず 
（見える化は不十分） 

コンサル実施 
⇒ただし省エネは 
お客さま次第 

３．電力料金単価の推移 

FIT後のＰＶ余剰の有効活用と、 
電力自由化への対応 

50 

40 

30 

20 

10 

2006 2015 2019 
年 

料金単価 円/kWh 

売電 

昼間 

夜間 

買電単価が、売電単価を逆転 

[円] 

16年4月から電力自由化が開始 

これらの実現には 『HEMS制御』 が必要 

変化に対応できる 誰でも省エネできる 自給率を向上できる １ 「スマートハイム進化」に向け
てHEMSに求められること 

2 3 

LIB+VtoH 

2016年 

更に進化へ 

85％ 

セキスイハイムのスマートハウスの 最先端② 
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HEMS 

ソーラー 
発電 

室内家電・空調 

エコキュート 

蓄電池 

膨大なデータを分析・ 
お客様にフィードバック 

インターネット 

１) 『スマートハイムFAN』でお客様に自動コンサルティング 
2) 稼働見守り、その他データ分析 
 

省エネコンサルティング配信 

ＩＯＴ、データ活用 

進化するスマートハウス最新動向 

住居・静的データ 

EV 

天候・温度データ 

エネルギー・動的データ 
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年間約１万棟の増加 
リフォームや集合住宅でも 

積極展開 

お客様の声やノウハウを集約 
分析・コンサル精度が 
さらに高まり満足度UP 

比較対象が増えコンサル精度が上がる 
住まい手の設備の使い方がわかる 

新たな省エネ機能の開発 
住まい手に価値のある情報発信につなげる 

ＩＯＴ、データ活用 
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自然体 

新築・リフォーム・アパート・サ付・海外 多くの住宅を自給自足に 
SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

進化するスマートハウス最新動向 

守り抜く 

シンプル 

馴染む 

住まい手目線 
セキスイハイムのスマートハウス 今後 



ご清聴ありがとうございました。 

2016年12月 
積水化学工業株式会社 住宅カンパニー 

 

進化するスマートハウス最新動向 


